
証券コード8052証券コード8052

121期中間期中間第第121期中間期中間期中間第第第

2023.04.01ー 2023.09.302023.04.01ー 2023.09.30

��������
��������������

����
�
	��������

当企業グループは、地域特性に合
わせた商品とサービスを提供し、
顧客満足度の向上を目指していま
す。チェーン、減速機を中心とする
動力伝達商品から、大型生産設備
や物流システム、マテリアル商材ま
で、人と環境にやさしい商品を幅
広く提供しています。

連結財務ハイライト

各セグメント別概要

万代島ビル展望台から信濃川と古町方面の景色 
（ツバコー北陸販売株式会社設立の地）

： 事業所
： 本社・支店

開発戦略本部

17.6%

売上高構成比

●海外事業では、東南アジアにおける日系企業のサポートと商圏拡
大のため、7カ国11拠点体制でサービスを展開

●センシング事業では、新規開拓を積極的に行い、売上を拡大
●介護・衛生関連商品のコロナによる需要が一巡したことにより、 

売上高は前年同期並みにとどまる

売上高 第121期中間

98億26百万円

この印刷物は、
環 境に配 慮し、
植物油インキを
使用しています。本店 ： 〒530-0001大阪市北区梅田三丁目3番20号（明治安田生命大阪梅田ビル）

  TEL 06-4795-8800（代表）

https://www.tsubaki.co.jp/ja/ir/
IRページはこちら ir-sec@tsubaki.co.jp

メールでのお問い合わせはこちら

東日本本部

35.5%

売上高構成比

●受注済み案件が順調に納入され売上増加
●内需に喚起され一般部品の需要が増加
●物流・食品業界を中心に設備装置や搬送装置が堅調

売上高 第121期中間

198億34百万円

西日本本部

33.1%

売上高構成比

●動力伝達部品では、重工業・鉄鋼を中心に需要が増加し好調
●設備装置では、バイオマス・食品・環境関連より引き合いが増加
●前期からの中国向け大口案件がほぼ完了したため、売上高が

前年同期を下回る

売上高 第121期中間

185億33百万円

中日本本部

13.8%

売上高構成比

●自動車生産回復の影響により、部品関連の売上が増加
●東海地域全体の設備投資が徐々に回復傾向で設備装置の売

上が増加

売上高 第121期中間

76億98百万円

■ トピックス■ 

■ 各セグメント別概要■ 
■ 連結財務ハイライト■ 

■ 企業・株式情報■ 

■ トップインタビュー■ 
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上半期の好調を維持し
企業価値の向上に
努めてまいります
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企業・株式情報 

会社概要  （2023年9月30日現在）

株式の分布状況
 

（2023年9月30日現在）

役 員 （2023年9月30日現在）

ご所有株式数 優待内容

100株以上200株未満 1,000円分のQUOカード or 寄付  

200株以上300株未満 2,000円分のQUOカード or 寄付  

3,000円分のQUOカード or 寄付  300株以上

■ 株主優待の内容■ 株主優待の内容
毎年2回、3月末日と9月末日を基準日として、それぞれ基準日現在の株主
名簿に記載・記録された所有株式数に応じ、最大3,000円分のQUOカード
または寄付をご選択いただけます。

以下の時期に株式関係書類に
同封して発送いたします。
３月基準日 ：  ６月発送
９月基準日 ： 12月発送

● QUOカードの場合

● 寄付の場合

※領収書の発行はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
※株主様の寄付金控除の対象になるものではございません。

https://www.keidanren.net/kncf/

寄付先はSDGsへの取り組み
の観点から「公益信託 経団連
自然保護基金」とさせていた
だきます。

　
当
上
半
期
は
、長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
と
し
た

資
源
価
格
の
高
止
ま
り
や
地
球
温
暖
化
を
起
因
と
し
た
天
候
不

順
な
ど
不
安
定
な
世
界
情
勢
を
反
映
し
、経
済
活
動
は
依
然
と
し

て
盛
り
上
が
り
を
欠
い
て
お
り
、先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
ま
ま

推
移
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、当
企
業
グ

ル
ー
プ
で
は
、安
全
や
健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、徐
々
に
企
業

活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。前
期
に
部
品

需
要
を
け
ん
引
し
た
半
導
体
関
連
は
一
服
す
る
も
、重
工
業
を
は

じ
め
一
般
産
業
が
底
堅
く
推
移
し
、豊
富
な
受
注
残
高
を
概
ね
納

期
通
り
に
売
上
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、当
期
の
売

上
高
は
前
年
同
期
を
上
回
り
、各
利
益
も
期
初
の
予
想
に
比
し
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
通
期
の
業
績
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、い
ま
だ
に
若
干
残
る

品
不
足
や
納
期
遅
れ
な
ど
の
懸
念
事
項
は
あ
り
ま
す
が
、上
半
期

の
業
績
な
ら
び
に
国
内
外
の
市
場
動
向
を
踏
ま
え
、2
0
2
3
年

10
月
27
日
に
公
表
し
た
と
お
り
上
方
修
正
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

目
標
達
成
に
向
け
、役
職
員
一
同
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
１
２
１
期
の
配
当
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、株
主
様
へ
の
感
謝
の

意
を
表
す
た
め
、年
間
の
配
当
予
想
を
期
初
予
想
に
比
し
20
円
増

配
と
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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拡
大

0
2
3
年
10 

月
、北
越

エ
リ
ア
に
新
会
社
と
し

て「
ツ
バ
コ
ー
北
陸
販

売
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た（
椿

本
興
業
株
式
会
社
1
0
0
%
出
資
）。

　
新
会
社
は
、本
州
中
央
部
の
日
本

海
に
面
し
た
新
潟
県
・
富
山
県
・
石
川

県
の
3
県
に
て
、約
2
1,
0
0
0
㎢

の
広
大
な
地
域
で
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
し
、市
場
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
、当
社
グ
ル
ー

プ
で
は
金
沢
に
営
業
所
を
構
え
、地

域
密
着
の
営
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、こ
れ
に
加
え
新
潟
、富
山

エ
リ
ア
で
の
顧
客
増
大
、ま
た
、成
長

分
野
業
界
、と
く
に
バ
ッ
テ
リ
ー
・
医

療
・
S
D
G
s 

関
連
へ
の
新
規
開
拓

を
行
い
、地
域
戦
略
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、自
動
機
・
建
機
・

食
品
・
紙
業
・
工
作
機
・
非
鉄
・
医
療
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・
業
種
が
点
在

し
て
お
り
ま
す
。地
域
特
性
に
合
わ

せ
、子
会
社
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

発
揮
し
、販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、新
会
社

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

2

社
は
こ
れ
ま
で
大
阪
本

社
を
中
心
に
障
が
い
者

の
採
用
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、オ
フ
ィ
ス
で
一
緒
に
働
く
こ

と
の
で
き
る
障
が
い
者
に
限
定
せ
ず
、

企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
障
が
い

者
雇
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、当
社

の
進
め
る
S
D
G
s 

に
貢
献
で
き
る

施
策
と
し
て
、障
が
い
者
雇
用
型
の
農

園
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。当
社
が
直
接
雇
用
し
、運
営

会
社
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、野
菜
作

り
を
通
じ
て
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
提
供
し
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
た
野
菜
は
、社
員
へ
の
配

布
の
ほ
か
、こ
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付

等
、社
会
貢
献
に
も
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当

土ではなく軽石を使用しており、労災面で安心•安全
となっています。土とは異なり、汚れなどがつかず、清
潔な環境で作業ができるようになっています。

発行済株式総数 ： 6,497,969株　株主総数 ： 3,608名
所有者別

（株式数）

株主優待制度に関するご案内

株主メモ 株主様へのお知らせ

証券会社の口座をご利用の株主様は、お取引証券会社へご照会ください 。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、左記の連絡先へご照会ください。
なお、お手続き方法やよくあるご質問は、「よくあるご質問FAQ」サイトでご確認いた
だけます。

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

取締役専務執行役員

取締役専務執行役員

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常勤監査役（社外）

監 査 役（ 社 外 ）

専 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員  

藤重 　卓一
山村 純一郎
纐纈 　准志
磯部 　好伸
山田 　正行
植田　裕照
藤井 　誠人
森　 　健司
廣政 　徹也
今西 由美子
金山 　忠雄
橋本 　房生
中江 　嘉久  

椿本 　哲也

香田 　昌司

春日部 　博

伊藤 　弘幸

新 　　健一

二宮 　秀樹

安原 由美子

山北 　　薫

大河原 　治

小林 　　均

山本 　直道

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
上場証券取引所

椿本興業株式会社
1916年(大正5年)10月1日
1938年(昭和13年)1月10日
2,945,915,516円
744名（連結）
東京証券取引所プライム市場

34.79％

27.3％

21.8％

12.07％

2.20％

1.84％
 

金 融 機 関

その他国内法人

個 人・そ の 他

外 国 人

自 己 株 式 名 義

証 券 会 社

当社では、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式へ
の投資の魅力を高め、より多くの方に当社株式を保有していただくことを
目的として、株主優待制度を実施しております。

SDGs（持続可能な開発目標）
ゴールに直結します。

救護室、休憩室、更衣室完備 ビニールハウス内の広々とした開放感のある環境

ツバコー北陸販売株式会社
［本社］ 〒950-0087
新潟県新潟市中央区東大通2丁目4番10号

（日本生命新潟ビル七階）
ＴＥＬ.025-282-5510　ＦＡＸ.025-282-5740
［金沢営業所］ 〒920-0024
石川県金沢市西念1丁目1番3号

（コンフィデンス金沢三階）
ＴＥＬ.076-264-0221　ＦＡＸ.076-264-0223

特別口座について
株券電子化前に「ほふり」株式会社証券保管振替機構を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に
口座（特別口座といいます）を開設しております。特別口座から一般の証券
口座への振替などお手続きの詳細は、左記の連絡先へご照会ください。

配当金のお支払いについて
配当金は支払開始の日から満3年除斥期間を経過しますと、お支払い
できませんのでお早めにお受け取りください。なお、配当金のお受け
取りにはご指定の銀行口座等への振込みによるお受取方法をお勧め
いたします。

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】

よくあるご質問（FAQ）　https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電　　話　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

（ 同 　 連 絡 先 ）

三井住友信託銀行株式会社株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで事 業 年 度

毎年6月定 時 株 主 総 会

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

定時株主総会
期 末 配 当
中 間 配 当

基 準 日

電子公告により公告いたします。
（https://www.tsubaki.co.jp/denshi.htm)

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします 。

公 告 の 方 法
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当企業グループは、地域特性に合
わせた商品とサービスを提供し、
顧客満足度の向上を目指していま
す。チェーン、減速機を中心とする
動力伝達商品から、大型生産設備
や物流システム、マテリアル商材ま
で、人と環境にやさしい商品を幅
広く提供しています。

連結財務ハイライト

各セグメント別概要

万代島ビル展望台から信濃川と古町方面の景色 
（ツバコー北陸販売株式会社設立の地）

： 事業所
： 本社・支店

開発戦略本部

17.6%

売上高構成比

●海外事業では、東南アジアにおける日系企業のサポートと商圏拡
大のため、7カ国11拠点体制でサービスを展開

●センシング事業では、新規開拓を積極的に行い、売上を拡大
●介護・衛生関連商品のコロナによる需要が一巡したことにより、 

売上高は前年同期並みにとどまる

売上高 第121期中間

98億26百万円

この印刷物は、
環 境に配 慮し、
植物油インキを
使用しています。本店 ： 〒530-0001大阪市北区梅田三丁目3番20号（明治安田生命大阪梅田ビル）

  TEL 06-4795-8800（代表）

https://www.tsubaki.co.jp/ja/ir/
IRページはこちら ir-sec@tsubaki.co.jp

メールでのお問い合わせはこちら

東日本本部

35.5%

売上高構成比

●受注済み案件が順調に納入され売上増加
●内需に喚起され一般部品の需要が増加
●物流・食品業界を中心に設備装置や搬送装置が堅調

売上高 第121期中間

198億34百万円

西日本本部

33.1%

売上高構成比

●動力伝達部品では、重工業・鉄鋼を中心に需要が増加し好調
●設備装置では、バイオマス・食品・環境関連より引き合いが増加
●前期からの中国向け大口案件がほぼ完了したため、売上高が

前年同期を下回る

売上高 第121期中間

185億33百万円

中日本本部

13.8%

売上高構成比

●自動車生産回復の影響により、部品関連の売上が増加
●東海地域全体の設備投資が徐々に回復傾向で設備装置の売

上が増加

売上高 第121期中間

76億98百万円

■ トピックス■ 

■ 各セグメント別概要■ 
■ 連結財務ハイライト■ 

■ 企業・株式情報■ 

■ トップインタビュー■ 

経常利益/
親会社株主に帰属する四半期純利益

116.9%

115.8%
前期比

前期比1,927
純利益

2,841
経常利益

配当金

40
第119期 第120期 第121期（予想）

150 150 160
110
30
10

■期末
■中間
■特別

120
40

■期末
■中間

100
30
20

■期末
■中間
■記念

１株あたり配当金

売上高/営業利益

108.0%
前期比

前期比

116.3%2,636
営業利益

55,893
売上高

4,762
3,177

第119期

5,434
3,667

第120期 第121期（予想）

5,350
3,750
（単位：百万円）

96,890
4,396

第119期

107,963
5,102

第120期 第121期（予想）

107,000
5,000

（単位：百万円）

営業利益
売上高

純利益
経常利益

第121期
中間

通期

（単位：円）
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上半期の好調を維持し
企業価値の向上に
努めてまいります
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企業・株式情報 

会社概要  （2023年9月30日現在）

株式の分布状況
 

（2023年9月30日現在）

役 員 （2023年9月30日現在）

ご所有株式数 優待内容

100株以上200株未満 1,000円分のQUOカード or 寄付  

200株以上300株未満 2,000円分のQUOカード or 寄付  

3,000円分のQUOカード or 寄付  300株以上

■ 株主優待の内容■ 株主優待の内容
毎年2回、3月末日と9月末日を基準日として、それぞれ基準日現在の株主
名簿に記載・記録された所有株式数に応じ、最大3,000円分のQUOカード
または寄付をご選択いただけます。

以下の時期に株式関係書類に
同封して発送いたします。
３月基準日 ：  ６月発送
９月基準日 ： 12月発送

● QUOカードの場合

● 寄付の場合

※領収書の発行はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
※株主様の寄付金控除の対象になるものではございません。

https://www.keidanren.net/kncf/

寄付先はSDGsへの取り組み
の観点から「公益信託 経団連
自然保護基金」とさせていた
だきます。

　
当
上
半
期
は
、長
期
化
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
背
景
と
し
た

資
源
価
格
の
高
止
ま
り
や
地
球
温
暖
化
を
起
因
と
し
た
天
候
不

順
な
ど
不
安
定
な
世
界
情
勢
を
反
映
し
、経
済
活
動
は
依
然
と
し

て
盛
り
上
が
り
を
欠
い
て
お
り
、先
行
き
不
透
明
な
状
況
の
ま
ま

推
移
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、当
企
業
グ

ル
ー
プ
で
は
、安
全
や
健
康
に
配
慮
し
な
が
ら
も
、徐
々
に
企
業

活
動
を
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。前
期
に
部
品

需
要
を
け
ん
引
し
た
半
導
体
関
連
は
一
服
す
る
も
、重
工
業
を
は

じ
め
一
般
産
業
が
底
堅
く
推
移
し
、豊
富
な
受
注
残
高
を
概
ね
納

期
通
り
に
売
上
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、当
期
の
売

上
高
は
前
年
同
期
を
上
回
り
、各
利
益
も
期
初
の
予
想
に
比
し
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
通
期
の
業
績
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、い
ま
だ
に
若
干
残
る

品
不
足
や
納
期
遅
れ
な
ど
の
懸
念
事
項
は
あ
り
ま
す
が
、上
半
期

の
業
績
な
ら
び
に
国
内
外
の
市
場
動
向
を
踏
ま
え
、2
0
2
3
年

10
月
27
日
に
公
表
し
た
と
お
り
上
方
修
正
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

目
標
達
成
に
向
け
、役
職
員
一
同
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
１
２
１
期
の
配
当
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、株
主
様
へ
の
感
謝
の

意
を
表
す
た
め
、年
間
の
配
当
予
想
を
期
初
予
想
に
比
し
20
円
増

配
と
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
社
設
立
で

　
　
　
北
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地
域
へ
営
業
拡
大
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設
立
で

　
　
　
北
越
地
域
へ
営
業
拡
大

0
2
3
年
10 

月
、北
越

エ
リ
ア
に
新
会
社
と
し

て「
ツ
バ
コ
ー
北
陸
販

売
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た（
椿

本
興
業
株
式
会
社
1
0
0
%
出
資
）。

　
新
会
社
は
、本
州
中
央
部
の
日
本

海
に
面
し
た
新
潟
県
・
富
山
県
・
石
川

県
の
3
県
に
て
、約
2
1,
0
0
0
㎢

の
広
大
な
地
域
で
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
し
、市
場
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
、当
社
グ
ル
ー

プ
で
は
金
沢
に
営
業
所
を
構
え
、地

域
密
着
の
営
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、こ
れ
に
加
え
新
潟
、富
山

エ
リ
ア
で
の
顧
客
増
大
、ま
た
、成
長

分
野
業
界
、と
く
に
バ
ッ
テ
リ
ー
・
医

療
・
S
D
G
s 

関
連
へ
の
新
規
開
拓

を
行
い
、地
域
戦
略
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、自
動
機
・
建
機
・

食
品
・
紙
業
・
工
作
機
・
非
鉄
・
医
療
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・
業
種
が
点
在

し
て
お
り
ま
す
。地
域
特
性
に
合
わ

せ
、子
会
社
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

発
揮
し
、販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、新
会
社

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

2

社
は
こ
れ
ま
で
大
阪
本

社
を
中
心
に
障
が
い
者

の
採
用
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、オ
フ
ィ
ス
で
一
緒
に
働
く
こ

と
の
で
き
る
障
が
い
者
に
限
定
せ
ず
、

企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
障
が
い

者
雇
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、当
社

の
進
め
る
S
D
G
s 

に
貢
献
で
き
る

施
策
と
し
て
、障
が
い
者
雇
用
型
の
農

園
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。当
社
が
直
接
雇
用
し
、運
営

会
社
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、野
菜
作

り
を
通
じ
て
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
提
供
し
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
た
野
菜
は
、社
員
へ
の
配

布
の
ほ
か
、こ
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付

等
、社
会
貢
献
に
も
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当

土ではなく軽石を使用しており、労災面で安心•安全
となっています。土とは異なり、汚れなどがつかず、清
潔な環境で作業ができるようになっています。

発行済株式総数 ： 6,497,969株　株主総数 ： 3,608名
所有者別

（株式数）

株主優待制度に関するご案内

株主メモ 株主様へのお知らせ

証券会社の口座をご利用の株主様は、お取引証券会社へご照会ください 。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、左記の連絡先へご照会ください。
なお、お手続き方法やよくあるご質問は、「よくあるご質問FAQ」サイトでご確認いた
だけます。

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

取締役専務執行役員

取締役専務執行役員

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常勤監査役（社外）

監 査 役（ 社 外 ）

専 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員  

藤重 　卓一
山村 純一郎
纐纈 　准志
磯部 　好伸
山田 　正行
植田　裕照
藤井 　誠人
森　 　健司
廣政 　徹也
今西 由美子
金山 　忠雄
橋本 　房生
中江 　嘉久  

椿本 　哲也

香田 　昌司

春日部 　博

伊藤 　弘幸

新 　　健一

二宮 　秀樹

安原 由美子

山北 　　薫

大河原 　治

小林 　　均

山本 　直道

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
上場証券取引所

椿本興業株式会社
1916年(大正5年)10月1日
1938年(昭和13年)1月10日
2,945,915,516円
744名（連結）
東京証券取引所プライム市場

34.79％

27.3％

21.8％

12.07％

2.20％

1.84％
 

金 融 機 関

その他国内法人

個 人・そ の 他

外 国 人

自 己 株 式 名 義

証 券 会 社

当社では、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式へ
の投資の魅力を高め、より多くの方に当社株式を保有していただくことを
目的として、株主優待制度を実施しております。

SDGs（持続可能な開発目標）
ゴールに直結します。

救護室、休憩室、更衣室完備 ビニールハウス内の広々とした開放感のある環境

ツバコー北陸販売株式会社
［本社］ 〒950-0087
新潟県新潟市中央区東大通2丁目4番10号

（日本生命新潟ビル七階）
ＴＥＬ.025-282-5510　ＦＡＸ.025-282-5740
［金沢営業所］ 〒920-0024
石川県金沢市西念1丁目1番3号

（コンフィデンス金沢三階）
ＴＥＬ.076-264-0221　ＦＡＸ.076-264-0223

特別口座について
株券電子化前に「ほふり」株式会社証券保管振替機構を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に
口座（特別口座といいます）を開設しております。特別口座から一般の証券
口座への振替などお手続きの詳細は、左記の連絡先へご照会ください。

配当金のお支払いについて
配当金は支払開始の日から満3年除斥期間を経過しますと、お支払い
できませんのでお早めにお受け取りください。なお、配当金のお受け
取りにはご指定の銀行口座等への振込みによるお受取方法をお勧め
いたします。

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】

よくあるご質問（FAQ）　https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電　　話　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

（ 同 　 連 絡 先 ）

三井住友信託銀行株式会社株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで事 業 年 度

毎年6月定 時 株 主 総 会

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

定時株主総会
期 末 配 当
中 間 配 当

基 準 日

電子公告により公告いたします。
（https://www.tsubaki.co.jp/denshi.htm)

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします 。

公 告 の 方 法
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株式の分布状況
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役 員 （2023年9月30日現在）

ご所有株式数 優待内容

100株以上200株未満 1,000円分のQUOカード or 寄付  

200株以上300株未満 2,000円分のQUOカード or 寄付  

3,000円分のQUOカード or 寄付  300株以上

■ 株主優待の内容■ 株主優待の内容
毎年2回、3月末日と9月末日を基準日として、それぞれ基準日現在の株主
名簿に記載・記録された所有株式数に応じ、最大3,000円分のQUOカード
または寄付をご選択いただけます。

以下の時期に株式関係書類に
同封して発送いたします。
３月基準日 ：  ６月発送
９月基準日 ： 12月発送

● QUOカードの場合

● 寄付の場合

※領収書の発行はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
※株主様の寄付金控除の対象になるものではございません。

https://www.keidanren.net/kncf/

寄付先はSDGsへの取り組み
の観点から「公益信託 経団連
自然保護基金」とさせていた
だきます。
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利
益
も
期
初
の
予
想
に
比
し
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
通
期
の
業
績
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、い
ま
だ
に
若
干
残
る

品
不
足
や
納
期
遅
れ
な
ど
の
懸
念
事
項
は
あ
り
ま
す
が
、上
半
期

の
業
績
な
ら
び
に
国
内
外
の
市
場
動
向
を
踏
ま
え
、2
0
2
3
年

10
月
27
日
に
公
表
し
た
と
お
り
上
方
修
正
い
た
し
ま
し
た
。こ
の

目
標
達
成
に
向
け
、役
職
員
一
同
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

第
１
２
１
期
の
配
当
金
に
つ
き
ま
し
て
も
、株
主
様
へ
の
感
謝
の

意
を
表
す
た
め
、年
間
の
配
当
予
想
を
期
初
予
想
に
比
し
20
円
増

配
と
し
て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
、企
業
価
値
の
向
上
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
会
社
設
立
で

　
　
　
北
越
地
域
へ
営
業
拡
大

新
会
社
設
立
で

　
　
　
北
越
地
域
へ
営
業
拡
大

0
2
3
年
10 

月
、北
越

エ
リ
ア
に
新
会
社
と
し

て「
ツ
バ
コ
ー
北
陸
販

売
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た（
椿

本
興
業
株
式
会
社
1
0
0
%
出
資
）。

　
新
会
社
は
、本
州
中
央
部
の
日
本

海
に
面
し
た
新
潟
県
・
富
山
県
・
石
川

県
の
3
県
に
て
、約
2
1,
0
0
0
㎢

の
広
大
な
地
域
で
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
し
、市
場
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
、当
社
グ
ル
ー

プ
で
は
金
沢
に
営
業
所
を
構
え
、地

域
密
着
の
営
業
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、こ
れ
に
加
え
新
潟
、富
山

エ
リ
ア
で
の
顧
客
増
大
、ま
た
、成
長

分
野
業
界
、と
く
に
バ
ッ
テ
リ
ー
・
医

療
・
S
D
G
s 

関
連
へ
の
新
規
開
拓

を
行
い
、地
域
戦
略
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、自
動
機
・
建
機
・

食
品
・
紙
業
・
工
作
機
・
非
鉄
・
医
療
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
・
業
種
が
点
在

し
て
お
り
ま
す
。地
域
特
性
に
合
わ

せ
、子
会
社
な
ら
で
は
の
機
動
力
を

発
揮
し
、販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡

充
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、新
会
社

の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

2

社
は
こ
れ
ま
で
大
阪
本

社
を
中
心
に
障
が
い
者

の
採
用
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、オ
フ
ィ
ス
で
一
緒
に
働
く
こ

と
の
で
き
る
障
が
い
者
に
限
定
せ
ず
、

企
業
の
社
会
的
責
任
で
あ
る
障
が
い

者
雇
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、当
社

の
進
め
る
S
D
G
s 

に
貢
献
で
き
る

施
策
と
し
て
、障
が
い
者
雇
用
型
の
農

園
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。当
社
が
直
接
雇
用
し
、運
営

会
社
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、野
菜
作

り
を
通
じ
て
、障
が
い
を
お
持
ち
の
方

が
生
き
生
き
と
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
提
供
し
ま
す
。

　
収
穫
さ
れ
た
野
菜
は
、社
員
へ
の
配

布
の
ほ
か
、こ
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付

等
、社
会
貢
献
に
も
役
立
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

当

土ではなく軽石を使用しており、労災面で安心•安全
となっています。土とは異なり、汚れなどがつかず、清
潔な環境で作業ができるようになっています。

発行済株式総数 ： 6,497,969株　株主総数 ： 3,608名
所有者別

（株式数）

株主優待制度に関するご案内

株主メモ 株主様へのお知らせ

証券会社の口座をご利用の株主様は、お取引証券会社へご照会ください 。
証券会社の口座をご利用でない株主様は、左記の連絡先へご照会ください。
なお、お手続き方法やよくあるご質問は、「よくあるご質問FAQ」サイトでご確認いた
だけます。

代表取締役会長兼CEO

代表取締役社長兼COO

取締役専務執行役員

取締役専務執行役員

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

取 締 役（ 社 外 ）

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常勤監査役（社外）

監 査 役（ 社 外 ）

専 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
常 務 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
上 席 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員  

藤重 　卓一
山村 純一郎
纐纈 　准志
磯部 　好伸
山田 　正行
植田　裕照
藤井 　誠人
森　 　健司
廣政 　徹也
今西 由美子
金山 　忠雄
橋本 　房生
中江 　嘉久  

椿本 　哲也

香田 　昌司

春日部 　博

伊藤 　弘幸

新 　　健一

二宮 　秀樹

安原 由美子

山北 　　薫

大河原 　治

小林 　　均

山本 　直道

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
上場証券取引所

椿本興業株式会社
1916年(大正5年)10月1日
1938年(昭和13年)1月10日
2,945,915,516円
744名（連結）
東京証券取引所プライム市場

34.79％

27.3％

21.8％

12.07％

2.20％

1.84％
 

金 融 機 関

その他国内法人

個 人・そ の 他

外 国 人

自 己 株 式 名 義

証 券 会 社

当社では、株主の皆様の日頃のご支援に感謝するとともに、当社株式へ
の投資の魅力を高め、より多くの方に当社株式を保有していただくことを
目的として、株主優待制度を実施しております。

SDGs（持続可能な開発目標）
ゴールに直結します。

救護室、休憩室、更衣室完備 ビニールハウス内の広々とした開放感のある環境

ツバコー北陸販売株式会社
［本社］ 〒950-0087
新潟県新潟市中央区東大通2丁目4番10号

（日本生命新潟ビル七階）
ＴＥＬ.025-282-5510　ＦＡＸ.025-282-5740
［金沢営業所］ 〒920-0024
石川県金沢市西念1丁目1番3号

（コンフィデンス金沢三階）
ＴＥＬ.076-264-0221　ＦＡＸ.076-264-0223

特別口座について
株券電子化前に「ほふり」株式会社証券保管振替機構を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社に
口座（特別口座といいます）を開設しております。特別口座から一般の証券
口座への振替などお手続きの詳細は、左記の連絡先へご照会ください。

配当金のお支払いについて
配当金は支払開始の日から満3年除斥期間を経過しますと、お支払い
できませんのでお早めにお受け取りください。なお、配当金のお受け
取りにはご指定の銀行口座等への振込みによるお受取方法をお勧め
いたします。

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】

よくあるご質問（FAQ）　https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電　　話　0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

（ 同 　 連 絡 先 ）

三井住友信託銀行株式会社株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

大阪市中央区北浜四丁目５番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで事 業 年 度

毎年6月定 時 株 主 総 会

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

定時株主総会
期 末 配 当
中 間 配 当

基 準 日

電子公告により公告いたします。
（https://www.tsubaki.co.jp/denshi.htm)

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告
をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします 。

公 告 の 方 法
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当企業グループは、地域特性に合
わせた商品とサービスを提供し、
顧客満足度の向上を目指していま
す。チェーン、減速機を中心とする
動力伝達商品から、大型生産設備
や物流システム、マテリアル商材ま
で、人と環境にやさしい商品を幅
広く提供しています。

連結財務ハイライト

各セグメント別概要

万代島ビル展望台から信濃川と古町方面の景色 
（ツバコー北陸販売株式会社設立の地）

： 事業所
： 本社・支店

開発戦略本部

17.6%

売上高構成比

●海外事業では、東南アジアにおける日系企業のサポートと商圏拡
大のため、7カ国11拠点体制でサービスを展開

●センシング事業では、新規開拓を積極的に行い、売上を拡大
●介護・衛生関連商品のコロナによる需要が一巡したことにより、 

売上高は前年同期並みにとどまる

売上高 第121期中間

98億26百万円

この印刷物は、
環 境に配 慮し、
植物油インキを
使用しています。本店 ： 〒530-0001大阪市北区梅田三丁目3番20号（明治安田生命大阪梅田ビル）

  TEL 06-4795-8800（代表）

https://www.tsubaki.co.jp/ja/ir/
IRページはこちら ir-sec@tsubaki.co.jp

メールでのお問い合わせはこちら

東日本本部

35.5%

売上高構成比

●受注済み案件が順調に納入され売上増加
●内需に喚起され一般部品の需要が増加
●物流・食品業界を中心に設備装置や搬送装置が堅調

売上高 第121期中間

198億34百万円

西日本本部

33.1%

売上高構成比

●動力伝達部品では、重工業・鉄鋼を中心に需要が増加し好調
●設備装置では、バイオマス・食品・環境関連より引き合いが増加
●前期からの中国向け大口案件がほぼ完了したため、売上高が

前年同期を下回る

売上高 第121期中間

185億33百万円

中日本本部

13.8%

売上高構成比

●自動車生産回復の影響により、部品関連の売上が増加
●東海地域全体の設備投資が徐々に回復傾向で設備装置の売

上が増加

売上高 第121期中間

76億98百万円

■ トピックス■ 

■ 各セグメント別概要■ 
■ 連結財務ハイライト■ 

■ 企業・株式情報■ 

■ トップインタビュー■ 

経常利益/
親会社株主に帰属する四半期純利益

116.9%

115.8%
前期比

前期比1,927
純利益

2,841
経常利益

配当金

40
第119期 第120期 第121期（予想）

150 150 160
110
30
10

■期末
■中間
■特別

120
40

■期末
■中間

100
30
20

■期末
■中間
■記念

１株あたり配当金

売上高/営業利益

108.0%
前期比

前期比

116.3%2,636
営業利益

55,893
売上高

4,762
3,177

第119期

5,434
3,667

第120期 第121期（予想）

5,350
3,750
（単位：百万円）

96,890
4,396

第119期

107,963
5,102

第120期 第121期（予想）

107,000
5,000

（単位：百万円）

営業利益
売上高

純利益
経常利益

第121期
中間

通期

（単位：円）


